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短距離男道ミサイルとは
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維3一享業や｢ 他 紙の京ミュ
ー

ジ ア ム｣ 血 軸 望て の コ テ ホシ■こフ ォーマ ン てなと､ ､ アウト ト
ニ ト ほ i 二u 識ふ拙 二服斗 氾み ､ 動揖 こ渡る 活動を 闘 札 て い る r

‡∫ 震災 後の仙台､ そして 日本を励ましたい に れ からの復興に向け､ 自分たちに出来ることは何かない だろうか ?

雲 そんな呼び掛けから結成された､

演劇パフォ
ー

マ ンス集団『短距離男道三サイル』
う
で ぁれから4 年｡
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ミサイル はどこまで飛んで行くのか …

｡

更 なるミサイル の飛翔のため､ 今後のミサイル活動に参戦してくれる

新ミサイル を配備したいと考えて いる! つ まるところ､

新人募集オ ー ディションだ
経験は 一

切不問 ! ※但し
､ 性別は問う｡

金がなくても心配するな ! 田費徴収はない ! 自分たちで稼ぐ!

熱意と心意気があれば ､ 君 はもう即戦力だ ! l
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ノ ■■■ < 持ち物 >
①動きやすい 服装( パ ンツ可)

②筆記 用 具

③人 前で読 んでみたい 文章( 形 式問わず)

逼 ④武器( 扉から入るサイズのもの)
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< オ ー ディション内容>
① 自 己紹 介/ 特技 披 露

② 体育

③ 国語

④ 回 エ

⑤ 自 由研 究

⑥ 交流 会

< 会場 >
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※ 駈 車 場 は ありませ ん の で ､ 付 近 の 有刺帽主単 項をこ
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一 ■ < 応募資格 >
く主= B 親ユ1 上 の 一こ 身 共 に 健 康 乙牒 見 である こと( 高 校 生 不 可)

l言) 2 0 ほ 早9 月2 5 日一†0 月 2 5 日 予 定 の ツ ア ーの 全 行 程 に

奉 加 で きること
､

7とび4 月 か ごっ〝) 稽 古 に 時 間 を割〈ニヒ が で きること

③ 上 … 己ツ ア ー 曙も ､ 共 に ミサイル ヒして 力強く活 動 でさるこ と

以 上 の 要 項 をす べ て 論 たすもグ)

< 応 方法 >
s r . mi ss= e @ g m 飢 c o m まで ､

1一穴 下 の 要項を記 入 の 上 ､

バ ストアーノブ 写 真( 自 撮り可) を沫 付L てお送りください ｡

･

氏名

▲

年 齢/ 生 年 月 日

▲ 身長/ 体重
･ 血 液 型

･ 住 所

･ 出 身 地

･ 職 業

･ 趣 味

･

特 夜

･ 応 募動機( 30 0 文字 程鷹)

･ 出 演摩

･

座 右 の 銘

･ カレー味 の うん○ と､ うん○味 の カレー

食 べ るも
･

らどちらか
｡

また ､ そ の 理 由を記 入 せよ｡ ( 3 0 0 文字程 度)

< お問い合わせ >

電話 : 0 9 0
-

3 7 5 5
- 8 8 7 8(制作 : コ ハ

メ ー ル : s r . mi s sil e @ g m ail .c o m
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